
小 ・中 ・都立学校

平 成5年 度

教 育研 究 員 研 究 報 告 書

書 写

東 京 都 教 育 委 員 会



平成5年 度 教育研究員名簿(書 写)

書 写 地 区 学 校 名 氏 名

◎ 港 自 金 小 米 良 寿美 香

文 京 駕 籠 町 小 宇 田川 と し子

0 目 黒 第 五 中 田 中 結 美

世 田 谷 砧 小 宮 原 賢 二

渋 谷 臨 川 小 渡 邉 恵 美子

豊 島 駒 込 小 平 松 加代 子

江 戸 川 春 江 小 服 部 ゆ か り

日 野 程 久 保 小 竹 内 勝 美

国 分 寺 第 七 小 川 嵜 英 雄

福 生 福 生 第 一 中 市 川 晃

◎e世 話人

担当 教 育 庁 指 導 部 主 任 指 導 主 事

教育庁指導部中学校教育指導課指導主事

彦

典

人話

克

久

世副

野

藤

=○

平

新

目 次

I

H

皿

W

研究主題設定の理 由

研究の構想1

2

3

研究の内容

研究の基本的な考え方

研究の方法と手順

研究の全体構想

実践事例 〈小学校低学年〉

〈小学校中 ・高学年〉

〈中学校〉

V研 究のまとめと今後の課題

1

0
乙

9
白

9
0

4

0
∂

Q
り

1

貞4

1

1

9
6

9
自



研 究 主 題

「自ら課題 を見つ け,主 体 的 に取 り組め る書 写指 導法 の研究」

1研 究主題設定の理由

新 しい学習指導要領 は,児 童 ・生徒一人一人が これか らの21世 紀 に主体的 に生 きるための

資質や能力の育成を目指 して いる。それ は児童 ・生徒 の側に立っ教育を作 り上げることであ

り自ら進んで考え判断 し,行 動で きる豊 かで創造的な資質や能 力を身 につけさせる ことであ

る。 このため,国 語科で は,国 語に対す る関心 を高め,国 語を尊重す る観点か ら,基 礎的,

基本的事項を取 り上げて指導す ることを重視 してい る。特 に,情 報 の伝達が様 々に変化 して

い く社会の動 きに対応す るために,目 的 や意図に応 じて適切に表現す る能力と相手の立場や

考えを的確に理解す る能力を養 い,思 考 力や想像力,及 び言語感覚を育て ることに重点が置

かれている。

書写の指導 は,国 語能 力の基礎 と しての書写力を養 い充実 させ るものと して,国 語科の 「言

語事項」 に位置付け られている。書写指導のね らいは,文 字を正確に理解 し適切に書写す る

能力を育て るとと もに,文 字感覚を養い,文 字 に対す る関心を高め文字を尊重す る態度を育

て ることであ る。 さらに,学 習指導要領 において は,毛 筆を使用す る書写 は,硬 筆 による書

写の能力の基礎を養 うよう指導 して いくことを明示 し,毛 筆 と硬筆の両面か ら関連 させた指

導によ って書写力の強化を図っている。

今 日の児童,生 徒 の生活にお いて は,映 像文化の発達や,ワ ープロの普及などによ り,文

字を書 く機会が減少 している。 また,「 書 けばいい。」「読 めればいいO」 とい った安易な気持

ちで 「書 く」 ことを軽視する風潮 も見 られ る。 このよ うな実態 を踏 まえ,書 写の学習 におい

て は,文 字を正 しく整え,丁 寧に書 こうとす る意欲や態度を育成 し,学 習 したことを 自ら進

んで 日常生活の中に生か してい こうとす る児童 ・生徒を育てたいと考えた。 そのたあには,

一人一人が 自分で考 え,解 決 していこうという課題意識を持 って学 習に臨む ことが大切であ

る。そ して,そ の課題意識 を持続させるためには,学 習方法を主体的に選択 して学習を進 め

てい く必要がある。主体的に取 り組めるということは,児 童 ・生徒 自らが,「 何を」「どのよ

うに」学んでい くかということを発見 し,進 んで学習で きることであると考 えた。

さらに,学 習 したことを発展 させ,生 活の中で実践 してい くことがで きるような指導が行

われなければな らない。つまり,日 常の文字を書 く機会 に学 習成果を主体的に運用 してい こ

うとす る意識が確実 に働 くようにす ることが大切 なのであ る。

このような観点か ら,本 年度は 「自ら課題 を見っけ,主 体的 に取 り組める書写指導法の研

究」 という主題を設定 し研究を進 あることに した。

一1一



H研 究 の 構 想

1研 究 の基 本 的な考 え方

これか らの書写学習で は,一 人一人が 自分で考え,解 決 してい こうという課題意識を もっ

て学 習に臨む ことが一層大切であ る。本研究で は,文 字を正 しく整え,丁 寧に書 こうとす る

意欲や態度を持たせ,自 ら進んで学 習 し,学 習 したことを日常 生活の中に積極的 に生か して

いこうとす る児童 ・生徒 を育て るために,次 の2っ の方法で研究を進めることに した。

(1)児 童 ・生徒が 自ら課題を見っけ るために

自ら課題 を見つけ学習 に取 り組 ませ るためには,文 字 の基準を明確 にす る必要があ る。

文字の基準がは っきりす ると,共 通の課題か ら一人一人が達成 しようとす る個別の課題 も

明 らかにな る。個別の課題を明確に意識 させ,学 習への意欲や関心を高め る指導の工夫が

重要である。

(2)児 童 ・生徒が主体的に取 り組め るために

主体的に取 り組め るためには,学 習課題を自 ら解決す るという学習過程を工夫す る必要

がある。また,児 童 ・生徒に学習への意欲や関心 を もたせ,持 続 させるために,書 けた時

の成就感を味わわせ ること も大切である。そのための手だて として,自 己評価 しなが ら段

階を追 って練習できるよ うな用紙の工夫,適 切 な自己評価 ・相互評価の工夫,視 聴覚機器

の活用や教具の工夫を考えた。 さ らに,学 習 した ことを発展 させ,日 常生活の中で生か し

て いけるよ うに発展学習の工夫 も重要であ ると考えた。

2研 究の 方法 と手 順

(1)研 究の組織 と方法

本年度の研究員は,小 学校低学年6名,中 学年1名,高 学年1名,中 学校2名,計10名

の構成である。小学校低学年硬筆班,小 ・中学校硬 毛関連班の2分 科会 とし,小 ・中学校

の関連を踏 まえ,相 互に関連を図 りなが ら研究を進 めた。

(2)研 究の経過

1学 期は,ま ず,書 写指導の様子 を報告 し合い,研 究主題の設定や研究 内容の検討,そ れ

に基づ く研究授業の実践 を行 った。2学 期 は,分 科会 ごとに実態調査を行 い仮説を立て,よ

り効果的な指導法を考察 し、授業で検証 した。全体会におけ る研究授業は次の通 りであ る。

6月11日 小2年 「画 の つ け 方.画 の 交 わ り 方 」10月7日 中1年 「行 書 」

6月22日 小2年r点 や 画 の 方 向 」10月15日 小i年 「と め,は ね,は ら い 」

7月6日 中1年 「小 筆 を 使 用 した 楷 書 の 筆 使 い と 字 形 」10月28日 小2年 「画 の 方 向 」

9月21日 小3年 「は ね 」
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3研 究の全体構想図

教育課題・社会の要請
・心の教育の充実

・基礎 ・基本の重視

・個性教育の重視

・自己教育力の育成

・文化と伝統の重視

・国際理解教育の推進

小 ・

児童 ・生徒 の 実 態

小 ・中高

低 文字 を 書 く こ とが 好 きで,正 し く丁 寧 に 書 こ

う と意 欲 的 に 取 り組 む 児 童 が 多 い。 しか し,姿

勢 や筆 記 具 の 持 ち方 が 正 しくな い 児童 が 多 く,

く りか え し気 を つ け させ な い と定着 しな い。

文字 を 書 く こ とに慣 れ,書 く速 さ も増 して く

るが,正 確 さが なお ざ り にな り,文 字の 形 が 乱

れ 始 め る。 形 の 整 っ た正 しい 文 字 を選 び出 す こ

とは で き るが,自 分 では 書 け な い 児童 が 多 い 。

短時 間 で 多 くの量 を 書 か な け れ ば な らない た

め,正 しく整 った文 字 を 書 こ うと す る意 識 が 薄

くな る。 書 写 の 時間 に学 習 した こ とが,日 常 の

書 写活 動 に 生 か され て い な い ことが 多 い。

国語教育のねらい
・国語を正確に理解 し

目的や意図に応じて適

切に表現する能力を育

て,'言語感覚を養う。

今 日の 社 会 の実 態

・映 像 文 化 の 発達

・日本 語 ワー プ ロの普 及

書 写教 育 の ね らい

・生 涯 にわ た って 使用

す る文 字の 基 礎 ・基本

を 理 解 ・習 得 させ,文

字 を 正 し く整 え て 書 く

能 力 ・態度 を 養 う。

め ざ す児 童 ・生徒 像

・書 写 に対 す る興 味 ・関 心 の 高 い児 童 ・生 徒

・自分 の課 題 を もち ,主 体 的 に 解決 で き る児童 ・生 徒

・正 し く整 った 文 字を 見分 け ,書 く力 を 持 つ 児童 ・生 徒

・書 写 の時 間 に習 得 した こ とを ,日 常 に生 か す こと ので き る児童 ・生 徒

研究主題

自ら課題を見っけ,主 体的に取 り組める書写指導法の研究

仮 説

○学習文字の基準がわかれば,自 ら課題を見つけることができるであろう。

○自分の課題を自分で発見することができれば,解 決への意欲が高まるであろう。

○課題解決への具体的な方法がわかれば,学 習意欲が高まるであろう。

○適切な自己評価 ・相互評価ができれば,主 体的に学ぶ態度が育つであろう。

○視聴覚機器の活用や教具の工夫をすれば,課 題解決への意欲が持続するであろう。

○発展学習や日常指導の工夫をすれば,学 習内容の生活化が図れるであろう。

主題に迫るための指導の工夫

〈小学校低学年〉 〈小学校中 ・高学年〉 〈中学校〉

・拡大文字や分解文字の提示により ・個 々 の課 題 が 的 確 に つ か め る よ うな ・行 書 の 特 徴 が 日常 に生 か せ る こ

文字の基準を明確にとらえさせる 課題文字の提示や試し書き用紙の工 と に気 づ か せ,目 的 意 識 を持 っ

工 夫 。 夫 。 て学習に取り組ませる工夫。

・適切な自己評価を可能にするため ・個々の課題に応じた練習用紙を児童 ・自分の課題を確認 しながら学習

の 基 準 ス ケ ー ル の活 用 の 工 夫。 に作成させ,主 体的な取り組みを高 を進 あ られ るよ う にす る工夫 。

・興 味 ・関 心 を 持 た せ,自 分 の課 題 め る工夫 。 ・多目的教室を利用 した課題別グ

をはっきりさせるための練習用紙 ・毛筆と硬筆の学習を関連させ,学 習 ループ学習により意欲を高める

の工 夫 。 した内容の定着を図る工夫。 工 夫 。

・学習した内容を日常生活に生か し ・自己評 価 ・相 互評 価 した内 容 が 次 の ・課題別グループ学習での相互評

てい くた め の 発展 学 習 の 工 夫。 練習に生かせる形成的評価の工夫。 価 の 工 夫 。

・姿勢や持ち方などの日常指導の工 ・学 習 した 内 容 の 応 用を 進 め る,発 展 ・毛筆から硬筆への学習の発展を

夫 。 学 習 の工 夫 。 容易にする練習用紙の工夫。
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皿 研 究 内 容

1小 学校低学年(硬 筆班)

(1}実 態調査(都 内公立小学校5校,1年 生75名2年 生79名 対象に7月 実施 〉

児童の文字に対す る意識を把握す るため実態調査を実施 した。以下 はその概要である。

〈調査項 目と結果〉

①字を書 くことが好 きですか。

1年[・ き 剛 1… 姻

2年 好 き87・,、 訟
姫い

② 自分の字を どう思いますか。

年

年

」

0乙

さつ

16㌔ まあ まあ きれ い77。1,

きれい

…
講

③正 しく丁寧に書 こうと していますか。 いいえ

年

年

1

2

iまも、921,置} s

1ま㌧、891㌔

④正 しい姿勢で書いていますか。

1年

2年

ul㌦,

い ワし

⑤鉛筆を正 しく持 っていますか。

年

年

1

9
白

`まし、.snn し、し,z二2量n,n

`まし、7600 いい え2d"u

〈考察〉

① 「文字を書 くことは楽 しい」 「字 が上手に

なる」 とい った理 由で,好 きと答えている児

童が 多い。反面,思 うように書 けないため嫌

いという児童が2割 近 くい る。

② ほとん どの児童が 自分の字を 「きれい」

「まあまあ きれい」と答えている。 しか し2

年生で 「きれ いな字」 と答えた児童 は少ない。

これ は,2年 生 になると児童の文字に対す る

意識が高 まるためと思われ る。

③丁寧に書 こうという意識はほとんどの児童

にある。反面,は じめか ら字が下手 と諦めて

しまっている児童 もいる。

④半数以上の児童が正 しい姿勢で書いている

と答えているが,姿 勢 に対す る意識 は薄 く声

かけがないと姿勢 は崩れがちであ る。

⑤正 しく持 っていると思 っている児童が多い

が,実 態 としては,鉛 筆を正 しく持 って いる

児童 は少ない。

〈鉛筆の持ち方の実態〉

(37%)

親指が薬指の上に

あ る。

(21%)

親指が人 さし指 の

中に入 っている。

(34%)

親指 をまっす ぐに

伸ば しす ぎて いる。

(8%)

その他の持ち方
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(2)主 題に迫 る手立て

ア.自 ら課題を見っ けるために

正 しく整 っている文字の基準を示す ことによ って,試 し書 きの文字 と比較 して,ど こ

が違 うかを発見 し,自 分の課題に気づかせ ることがで きる。 この ことは主体的に学習に

取 り組 み意欲を高め,ど のよ うに書 いた らよいかを十 分に考えさせ ることがで きる。

*基 準 スケールの活用をはかる

TPシ ー トで下記のような補助線を記 した ものを作成 し,児 童一 人一人に持たせ る。

具体物 を操作す ることで一 人一人が文字の基準 を調べた り,明 確にと らえたりで きるよ

うにす る。 また自分の書いた文字に重ねることで,学 習の基準 との比較が視覚的にで き,

自分のめあてがつかみやすい。教師 も同様の もので拡大 した ものを示範用 と して使 うと

効果的である。

銃少
「

ー

F

I

i
」
職

念

、 噺鶏
鷺,～

7「 臨

、

鍬 ご謬

購

*分 解文字の活用を はかる

教 材文字を拡大 コピー し,マ グネ ッ トシー トにはり,点 画 ごとに切 りとって使用する。

点画を簡単に移動 させ ることがで きるので,文 字 を整えて書 くための基本要素を学習す

るのに適 している。

*試 し書 きに印をっけ,自 分のめあての明確化をはか る

学 習の基準 に照 らして,試 し書 きの文字で 自分が もっとよ くしたいと思 う部分 に赤鉛

筆で印をっけさせ る。 これ によ り自分のめあてをはっきり持ち児童一人一人がつまず き

や書 き方のずれを見っけ られ る。そ して,目 的意識を持 って学習の意欲づけがで きる。
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イ.主 体的 に取 り組め るために

書写力を向上 させ るために,教 師か ら提示 された教材文字を何回 も練習す るだ けでな

く,自 分の課題を見い出 し,書 いた文字を自己評価 させ る学習活動の積み重ねが文字感

覚を高あることがで きる。

*視 聴覚機器の活用をはか る

OHP,VTR,実 物投影機な どは児童の書 いた文字をその場で拡大す ることによ って

児童が直接確かめ ることがで きる用具 と して活用 し,学 習過程に変化 を もたせ提示す る

ことがで き,文 字を書 くことへの関心や意欲を高 めると共 に,注 意力を集中持続 させ る

ことがで きる。 また,こ れ らの機器は,文 字の合成,分 解を行 った りす るときに便利で

あ り,硬 筆利用の ときはフェル トペ ンでTPシ ー トに直接書かせればその まま写 し出す

ことがで きる。

*水 書板の活用 をはかる

低学年の児童では,小 筆 を使 った り,指 で書いた りすることで 「は らい」などを書 く

ときの力のぬ き方を学ぶのに適切である。

*練 習用紙の工夫をはか る

教材文字をひと通 り練習 した後,自 分のめあて や練習での 自己評価 でつ まずきの度合

いに応 じた練習用紙 を選択 し練習す ることによって,一 斉指導 における個の進度がわか

り,個 別指導を行 うことがで きる。課題 ごとの練習用紙や部分練習用紙 は色 を違える こ

とによ って児童に興味関心を持たせ ると同時に自分の課題をつか ませやすい。 また練習

用紙には自分の広場を設け,進 んで練習する意欲 を喚起す ることができると考えた。

*自 己評価,相 互評価の工夫を はかる

基準 スケールを使 って自分の書いた文字を常 に評価 しなが ら練習を進めていけるよ う

に練習用紙 ごとに評価欄を設 けてお く。それ は,自 分の学習課題のめあてにそってどの

程度課題を達成することがで きたか,確 かあ ることができる。 また,自 分の文字のよい

点や問題点を確かあ,書 写 に対する主体的関心 を高め ることもで きた。 また,児 童が書

いた ものをOHPな どで提示 し相互評価 させ ることによ り児童の関心 を引 き意欲を高め

ることがで きる。座席の配置を工夫す ることによって互 いに文字を見合 いよい点を見つ

けた り,直 し方を話 し合 ったり して評価する目を養 うこと もで きる。

*発 展学習を工夫 し,学 習内容の生活化をはか る

一時間の学習の中で 「とらえ る,気 づ く,確 か める,広 げ る」とい った 「思考」する

場面 を重視 した指導過程 を組み,思 考を重視 した学習活動の積み重ねが学習内容を他の
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文字へ発展 させ る力 となると考えた。学年の漢字一覧表を用い,学 習 した点画 と同 じ部

分を探す などの発展学習が日常生活における書写力向上 にっなが ると考えた。

(3)日 常 的指導(姿 勢や用具の持ち方)

児童 の書写力を高めるためには,書 写の時間に限 らず,日 常生活の中で文字を書 く態度

を養 ってい くことが大切である。特に低学年では,硬 筆指導の入門期 と して,文 字 を書 く

時の正 しい姿勢や鉛筆の正 しい持 ち方を指導 し,習 慣化 させ ることが書写技能を向上 させ

るための重要な指導事項であると考えた。そこで,次 のよ うな指導を継続 して行い,姿 勢

執筆にっいての基礎的事項の徹底を図 った・

ア.姿 勢 テープ

正 しい姿勢で文字を書 くことがで きるように,目 安 となるテープを机に貼 ってお く。

① のテープー 机の中心 に貼る。おへその位置,身 体の中心 を示す。机 と身体は10cm程

離す。

② の テープー 机 の中心 よ り6Cln右 に貼

る。左 ききの場合には,6

Clll左に貼 る。右胸の位置を

示す。机上の右手 は右胸前

に位置させ る。

イ 鉛筆の持 ち方カー ド

鉛筆の持 ち方は習慣 化 しやす く,そ の矯

正 はなかなか難 しい。 そこで,正 しい鉛筆

の持 ち方 を意識付 けて いくために,個 々に

鉛筆の持 ち方カー ドを持たせ る。一 日の学

習の中で,適 切な機会を捉え,① ～④のめ

あてを達 成す る ことがで きたかを確 認 さ

せ,下 の図の花び らに色をつけて い く。

ウ 言語や動作による表現

低学年の児童にとって,自 分で声 に出 し

た り,体 を動か して表現す るとい うことが,

理解を深め,学 習内容を徹底させ ることに

もな る。

えんびつのもち方
なか

① 中ゆぴ に のせ る.

② えL'IO,つの け ずりきわ に
＼い ところをもつe

讃ゆ醐の先 が入さし

④讐鰍 礁甑
かるくおさえ る.

藤辮

/

霧
/

①

膠③
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2小 学校 中 ・高学年(硬 毛 関連 指導班)

(1)児 童の実態(都 内公立小学校3校3,4,5,6年 生 計137名 を対象に9月 に実施)

ア 調査の目的:児 童の文字実態を①文字の字形を整えて書 く能力 と②文字感覚(正 し

い文字を見分ける能力)の2っ の側面か ら調査す ることによって,文 字の字形を整えて

書 く能力と文字感覚の関連性を明 らかにする。

イ 調査の方法:1,2年 生の配当漢字よ り,「 水,学,地,風,雲,道 」を課題文字

として選定 した。 これ らの6文 字にっいて,① 文字を整えて書 く能力 と②文字感覚の両

側面か ら児童 の実態を調べた。具体 的には,課 題1:6つ の課題文字を2c;mマ スに書 か

せ,観 点別(と め,は ね等の基本点 画や文字の組み立てなど)に 評価 し,得 点化す る。

課題2:6っ の課題文字にっ いて,そ れぞれ,4～5個 の文字の中か ら,基 本点画や

組み立ての整 った文字を1っ 選択 させ た。

ウ 調査の結果:調 査結果 は,図1に 示す通 りである。文字を書 く能力に関 しては,評

価の観点 を全て満た してい るものを正答者数 と している。

ioo
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図1

■ 文字感覚

ロ 字形施 えて正 しく書く能刺

水 地 風 雲 学 道

児童の文字 を書 く能力 と文字感覚の関連性(正 答率%)

工 考察:調 査結果を見て もわか るよ うに,児 童は全般に,形 の整 った正 しい文字を見

分 けることはで きる。 しか し,形 の整 った正 しい文字を書 く能力は文字感覚に伴 っては

いな い。文字感覚の調査では,字 形 の崩れた文字の中か ら正 しい文字の選択 がなされて

いる。 したが って,課 題文字 と自己の文字 とを比較 して,そ の違 いや訂正すべ き箇所を

探 し出すカ(自 己の課題を見っ ける力)は,育 まれて いると言えよう。反面,文 字を書

く場面 では,既 習事項を全 く念頭に置かずに文字を書 いている児童が多い。文字感覚を

もってはいて も,形 を整えて書 くことはで きないとい う児童の実態が明 らかにな った。

これ らの結果か ら,自 己の課題 に応 じた練習を繰 り返 し,字 形を整えて書 く能力を高め,

この能 力と文字感覚との能力差を縮 めてい くことが,必 要であ る。形の整 った文字を書

けるとい うことは,意 欲を高め,児 童 の日常の書写活動 にも大 きな影響を及ぼす と考え る。
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書写学習を通 して,字 形 を整えて書 く能力,文 字感覚の両側面の育成を図 り,確 かな

書写 力を育んで い くことが大切であ る。

(2)主 題 に迫 る手だて

ア 自ら課題を見っけるために

日常の学習活動にお いて は学習課題が存在 し,そ れを達成す るために個々の児童が学

習に取 り組んでい くもので ある。学 習課題を個 々の児童が 自己の能 力や特性 と照 らし合

わせ,自 分の課題 として把握す ることが,学 習効果を上げるためには是非必要な ことだ

と考え る。

そのために教師が個々の児童の能 力,適 性,興 味,関 心 などの実態を理解 し,児 童が

意欲を示 し目標を持て るような指導 を常に心掛けていかなければな らない。

書写の指導 においてはただ文字を書かせる練習に終始 させ るので はな く,書 写の学習

に対 して も自分の課題を意識 し課題解決に向 けて学習を進 めていけるよ うな指導方法を

教師 は設定 していかなければな らない。

イ 実態調査の実施

硬毛関連班では児童の書写能力を調査 しその結果を分析す ることによ って,具 体的な

指導法が見っけ られ ると考え実態調査を実施 した。(方 法,内 容にっいて は実態調査の

項参照)

この調査結果か ら我 々の研究班で は,書 写の学習において字形の整え方,基 本点画の

筆使いに多 くの児童の課題があ ると考え,そ れ らの ポイン トを明 らかに し,常 にそこに

立 ち返れるような指導環境が設定で きれば,児 童が個 々の学習課題 と して把握 しやすい

ので はないか とい う考えの もとに研究を進めて きた。

ウ 主体的に取 り組あ るたあに

児童が書写 の学習に主体的に取 り組むためには自己の課題を明確に把握す ることと,

課題解決 に向けて主体的に取 り組め る学習法が必要である。

*視 聴覚機器や基準 スケール,練 習用紙の活用を図 る。

学習課題を明確にす るには児童の視覚 に訴え ることが効果的である。そのためにOHPを

指導の中に積極的に取 り入れ,ス ク リー ンに投影 することによって文字の基本点画をはっき

りさせ,正 しい筆使 いを理解 させた。書写の練習にお いては自己の課題解決に向けて ワー ク

シー トに工夫を加え,児 童が自己の課題を常 に意識 しなが ら学習が進め られ るよ うに した。

また高学年 において は主体的な学習を更に発展 させ る意味で,自 己の課題 に基づ いて 自分の

ワークシー トを作成 させ ること も取 り入れた。
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学習の成果を 自分の ものと して身 に付 けさせ るには評価の方法 も併せて考えていか なけれ

ばな らない。学習の中で 自分の学習の過程をふ りかえ らせ るたあ,自 己評価,相 互評価を適

宜取 り入れた。

(3)硬 毛関連指導の意 義

小学校の書写の指 導において,3年 生か ら毛筆での指導が導入されるが書写指導の中で

毛筆で書 くことの意義を押 さえた上で指導 してい くことが必要だと考え る。元来,日 本語

の文字であ る漢字,平 仮名,片 仮名のそれぞれの文字 は長 い間,毛 筆で書かれ書体 も毛筆

の特性 を生か した ものが原形 とな って いる。

しか し,現 在では生活が便利にな りワープロなどの普及 によ り,自 分で文字を書 く機会

が少な くな って きて いる上 に,筆 記用具 も発達 し実際に毛筆 を使用す る場面が減 って きて

いる現状がある。

この ような現状 は児童の世界で も同様で,そ の結果文字を書 くことを好 まず実際に書 く

場面 において も文字の乱れ といわれ る筆順,字 形の不正確 さが現実の場面で問題にな って

きている。

毛筆で文字を書 くことは書写の原点 に返 ることであ り,毛 筆の持つ特性(文 字の持つ基

本点画を明確にできる。)を生か した学習を行 うことにより,次 のよ うな効果が期待で きる。

1大 きくゆっくり書 くので筆順が正 しくな る。2大 きく書 くことによって字形を

意識できる。

3点 や画の一つ一つの形や方向がよ くわかる。4点 や画の付 け方や交わ り方がよ

くわかる。

5文 字 を大切 に して丁寧に書 くことがで きる。6文 字を書 く姿勢が よ くなる。

毛筆 による書写の学習 は習字の作品 を仕上 げることが 目的で はな く,あ くまで も硬筆書

写力の基礎を養 い,書 写能力の向上を目指 して行わなければ ならないものであ る。 そのた

めには毛筆での学習効果が硬筆学習で も十分生か されるよ うに配慮 されなければな らない。

毛筆学習における教材を精選 し,学 習活動 においては課題を明確に し,学 習の成果を 日

常生活の中で生かす ことがで きる力を,児 童 に育 成す ることが大切である。

毛筆で文字 を書 くことによ り文字の基本点画や正 しい筆使 いを再認識 し,硬 筆で文字 を

書 く際 にそれを生かせ るよ うにな ることが毛筆での書写学習の意義である。上述の1～6

の内容を教師がふまえて児童 に指導 してい くことが必要であ り,児 童 も毛筆の書写学習の

意義が理解で きた時,硬 筆での書写学習に も応用す る能 力が育成で きると考え る。

本研究では,研 究の進め方の中で毛筆での書写学習の意義を理解 し,指 導効果 を上げる

ために指導法の改善,教 材,教 具(基 準 スケール,練 習用紙)の 開発を推 し進めることによ

り,毛 筆書写の学習効果を硬筆書写に転移で きる力を児童に育成す ることがね らいとした。
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3中 学 校(硬 毛 関連指 導班)

q)中 学校での実態

中学校になると,文 字 を短時間に多 くの量 を書 く機会が増えて くる。実際,生 徒の ノー

トを見てみ ると,速 く書かない と間に合わないので,自 己流 の続け方で,小 さく,速 く書

いている場 合が多い。 しか しその文字 は,基 本的な点画の続 け方が不正確であ った り,書

き順の間違 いか ら誤 った文字を書 いた り,文 字を くず しす ぎて理解がで きない もの もあ る。

右記 の例 は,生 徒の ノー トか らで はあるが,「 口」を○ マルで書いて しまった り,線 の長

さが異な ったり して いるものである。 こうい う生徒は,も う自分流の クセがで きっつあ る

ので,早 急 に指導 して行書の基本を理解 させ る必要がある。

(2)主 題に迫 る手立て

ア 自ら課題を見っけるたあに

普段の生活の中で,正 しく,整 った文字を書 くために,正 しい行書を身に付ける事が

必要であ る。そのためには,毛 筆での行書の基本の練習が効果がある事を理解 させ,個 々

の学 習課題を発見 しなが ら学習 し,硬 筆にいかせ るよ うな書

写能 力の向上をはかろうと考えた。

(ア)学 習課題の提示

中学生 になると,机 上が狭 いために教科書がなかなか置

きに くく,課 題文字 を見ないで書 いている生徒が多 い。 そ

こで,生 徒が練習 してい る時間中 にはOHPで 学習課題 を

提示 した り,板 書の説明事項を消 さないよ うに した。そ う

す ることによって生徒がたえず自分の課題 を確認 しなが ら

学習を進めてい くことができた。

(イ)OHPを 使用 し,拡 大文字での説明

学 習の基準 をTPシ ー トに直接書 き,拡 大を して生徒 に

説 明す ることによ り,生 徒の関心,意 欲の意識づ けを した。

自己流の書 き方を直 してい くことを強調 した。

イ 主体的に取 り組 めるために

生徒一人一人の課題を解決で きるよ うに,個 々の課題 に応

じた練習方法を考えた。書写の学習活動の環境を整え ること

か らは じあ,課 題別に練習用紙を選択 し,課 題解決をはか っ

た。硬筆 ・毛筆の関連 も考え,発 展文字の練習か ら,日 常生

"
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活の中の硬筆書写力が向上す ることがで きると考 えた。

(ア)多 目的教室の利用

書写の授業 は,専 用の教室がないのでそれぞれの クラスで学習す るのが常であ る。

しか し発想を変え,学 級減になってあ き教室 と して利用 して いる多目的教室(大 きな

机のある理科室,技 術室などで もいい)で 学習 した。 この教室 は机が大 きいので,道 具

類を置いて も一人一人の スペ ースが広 くとれてたいへん学習 しやすか った。また,机 間

が あいて いるので机 問指導が容易で,個 人指導 もしやす くきめの細かい指導ができた。

(イ)課 題 別グループ学習

授業時 に,生 徒が持 っている課題は個 々によって異な る。一斉授業の中で は課題別

に授業を進めて い く事 は難 しい ものが ある。そこで,前 書 きの広い教室を利用 して,

課題別 グループ学習を実施 した。指導者側 と して,同 じ課題の生徒が集 まっているの

で,た いへん指導が しやすか った。 また,一 っの課題解決が できたあとは,移 動 を し

て次の課題へ進むよ うに した。 この学 習方法により,課 題解決に向けて生徒の意欲 を

高めることがで きた。

(ウ)練 習用紙の工夫

日常生活 の中で書写学習を生かす とい う事を考えて,毛 筆練習用紙の中に硬筆練習

がで きるよ うに工夫 した。大筆か ら鉛筆 の間に小筆の練習 もいれて,よ り硬筆書 きに

抵抗が ないよ うに配慮 した。発

展文字学習 も練習で きるよ うに

し,よ り日常生活の中の硬筆書

写力の向上につなが ってい くと

考えた。

国 評価

課題別 グループ学 習をか ら,

相互評価が積極的にお こなわれ
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勘
麟 ジ

で ダ
亀 姫 》

・ 蜜 噸で

ド翼 ○細 じや ソ

　　 　 い ドちゆ 　 ,:a=ぶ

惣
まゼ せ

触 認1
㌧ 毒

毒

るようになった。 自己評価は,硬 毛の両者を評価す る ことにより,毛 筆での筆使いを

硬筆に生かすためにどんな課題 も持 って学習すればいいか理解で き,生 徒の次の学 習

に向けて,意 欲を持続す ることがで きた。

一12一



N実 践事例

〈小学校 第1学 年>

1単 元名 とめ ・はね ・は らい

2教 材 「小J

3単 元設定の理 由

児童は,漢 字を書 くことに大変興味を もっているが筆順や基本点画

にっ いては,な かなか正確にで きない。漢字に対す る興味や関心を示

しは じめたこの時期に 「とめ」 「はね」rは らい」の認識を させ,正

しい書 き方 を理解 させたいと考え本単元を設定 した。

4単 元の 目標

○画の終わ り(と め ・はね ・は らい)の 違いに気をっけて書 くことが

で きる。

O最 後 まで,て いねいに書 くことがで きる。

5児 童の実態

どの子 も新 しい漢字の習得 には,大 変意欲的である。 しか し,書 か

れ た文字を見 ると点画の長短や方 向が定 まっていなか った り,と め ・

はね ・は らいがで きて いなかった りす ることが多い。 また,指 先の動

きが十分でな いため,自 分の思い通 りに書 けない児童 も多 い。

6指 導計画(2時 間扱 い)

第1時 画の終筆部分の違 いに気づ き,漢 字を書 く。(本 時)

第2時 画の終筆部分の違いに注意 して,漠 字や語旬を書 く。

7本 時の指導

(1)目 標

○とめ ・はね ・はらいに気をっけて 「小 」を書 くことがで きる。

O最 後 までていねいに書 こうとす ることがで きる。

終'ρi部分 の 実 態

「と め 」

小,

・t毛佃

・姻]

「は ね 」

小
響囚

欝囚

「は らい」

・贈 匝]

・姻[[
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(2)展 開

と

・
り

え

る

確

か

め

る

広

げ

る

学 習 活 動

1.教 材文 字 を知 る。 「小 」

2.試 し書 きをす る。

3.学 習 の めあ て をっ かむ 。

指 導 上 の 留 意 点

・空書 によ り筆順を確かめてか

ら試 し書 きを させ る。

か くの おわ りの ちが いに

① 画 と は何 か,画 の 終 わ りと

は,ど こか 考 え る。

② 正 しい 「小 」 を作 る。

4.学 習の 基準 を知 る。

5.自 分 の めあ てを もっ。

・自分 が注 意 して 書 こ うとす

ると ころ に印 をつ け る。

6.自 分のめあてに沿 って練習

用紙を選 び練習す る。

7.自 己評 価 をす る。

8.ま とめ 書 きをす る。

9.相 互 評 価 をす る。

10.自 己評 価 をす る。

ll.発 展学 習を す る。

「六 」 「八 」 「竹 」の漢 字 か

ら,と め ・はね ・は らいを

見っ け る。

12.本 時 の ま とめをす る。

気を∠竺 ■」

・三 画 と も終 筆 が 違 って い るこ

と に気づ か せ る。

・終 筆 の正 しい もの を見 っ け さ

せ る。

・終 筆 の書 き方 を示 す。

と め … とめ る。

は ね …一 度 とめて 左上 の方

へ はね る。

は らい…次 第 に 力を ぬ いて は

ら う。

・学 習の基準 と試 し書 きを比べ

自分のめあてを もたせ る。

・終筆部分練習をさせ る。

・時間に余裕のある児童に は三

枚練習 してよい ことを伝える。

・部分練 習 したと ころが基準に

沿 って書 けたか評価 させ る。

・もう一度めあてを確かめてか

らまとめ書 きを させ る。

・友だちの良 くな ったところを

見っ けさせ る。

・試 し書 きと比べて良 くな った

ところを見っ けさせ る。

・画の終わ りに注意 して見つけ

させ る。

・字を書 くとき約束を守 って書

くと良 いことを知 らせ る。

主題 との関連

' 、

拡大文字を提示する

ことで教材 を視覚的

に と らえさせ,興 味

を もたせ る。 また,

終筆部分 に着目させ

る。

分解文字

とめを ピンク,は ね

を黄緑,は らいを水

色 の用紙 とす ること

で興味 を もたせ ると

同時に自分のめあて

をは っきりさせ る。

相互評価 をするため

OHPを 用 いる。

既習文字の中か ら,

とめ・はね・は らいを

見つけることにより,

日常生活 に生か して

い く態度 を育て る。
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(3)評 価

Oと あ ・はね ・はらいに気をっけて 「小」を書 くことがで きたか。

O最 後 までていねいに書 こうとしていたか。

8考 察

終筆を意識 させ るために終筆部分の異 なった分解文字を提示 し,正 しいものを選ばせたの

は学習の基準をは っき りさせ るのに効果的であった。

練習用紙 をとめ(ピ ンク)・ はね(黄 緑)・ はらい(水 色)と,色 分け したの は,児 童にとっ

て視覚的にと らえやすか った。また,意 欲 も持続で きた。

実態調査を基に,個 に応 じた指導法 について今後考えてい く必要があ る。

試 し書 き ま とめ書 き 〈練 習用紙の例〉

＼」ノ
.

〉

じ
,3;

の々

・は
珍r

丈 」
1

本時の練習 によ り,児 童 は終筆部分を意識 しなが ら書 くことがで きた。

とめ ・はね ・は らいに分 けて練習する ことによ り,個 別の課題が明確 にな った。 また,意

欲や関心が高 まり主体的に学習す ることがで きた。

一15一



〈小学校 第2学 年>

1単 元名 画の方 こう

2教 材 「日 ・口 ・子 ・気」

3単 元設定の理 由

児童の文字を見 ると,点 画の方向の不適切 さか ら,字 形 に乱れが生 じて いる。 そこで,第

2学 年の指導事項の1つ で もある 「点画の方向」に注意す ることが,正 しい文字を書 くのに

大切 な要素であることを理 解させたいと考え,本 単元を設定 した。

4単 元の目標

○点画の送筆 ・終筆の方向に注意 して,漢 字を書 くことがで きる。

o点 画の方向に注意 して,文 章 に書 くことがで きる。

○最後 まで,て いねいに書 くことができる。

5児 童の実態

筆順や止め ・はね ・払いの終筆などの基本点画の書 き方 にっいて は,だ いたいで きて いる。

しか し,方 向 といった文字の細部 まで意識 している児童は少ない。折れや払 いの方向が 自己

流だ ったり,そ りと曲が りを混同 したり して いる。 また,同 じ点画で も,文 字 により方向の

違 いがあることにもあまり気づ いていな い。

o「 おれ」と 「そり」の実態

お れ

そ り

そ り

回

囚
園

白

予

気

内側へ

折れている

右側へ

そ っている

お れ_謝

口7

左 側 へ

そ っ て い る

難 囹 黙

回 真下 に

折れ ている

旛

国 右側へ

そ りす ぎ

6指 導計画(4時 間扱 い)

第1時 送筆の折れやそ りの方向に注意 して,漢 字 を書 く。(本 時)

第2時 送筆の曲が りや終筆の払 いの方 向に注意 して,漢 字 を書 く。

第3時 点画の方向の違 いに注意す る漠字の書 き方を理解 し,文 章の中で書 く。

第4時 点画の方向 に注意 して,文 字を正 しく書 く。
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7本 時の指導

(1)目 標

O送 筆の折 れやそ りの方向に注意 して,漢 字 を書 くことがで きる。

○最後 まで,て いねいに書 こうとすることがで きる。

(2)展 開

と

、
り

え

る

学 習 活 動

1.教 材 文 字 を知 る。

2,試 し書 きをす る。

3.学 習の あ あて をっ か む。

指 導 上 の 留 意 点

・空書 により筆順を確かめさせ

る。

おれやそりの方向に気をっけて書 きま しょう。

・「お れ ,そ り,方 向 」につ い

て 考 え る。

4,学 習 の 基準 を知 る。

・折 れの 方 向 ,そ りの 方 向を

考 え る。

・教 材文 字 に基 準 スケ ールを

当 て,方 向の 違 い を確か め

る。

・そ りの方向の不適切な文字

を見つ ける。

5.自 分のめあてを もつ。

・自分が注意 して書 こ うとす

る部分にっ いて,試 し書 き

に印をつける。

・「お れ ,そ り」は,ど の部 分 か

拡 大 文 字 に 印を っ け る。

・文字 により,折 れやそ りの方

向が違 うことに気づかせ る。

・基準 スケールの使い方 と文字

の基準を理解 させる。

日

田

①

②
口
気

①

②

・自分の試 し書 きに基準スケー

ルを当てて基準 と違 うところ

を見っ けさせ る。

主題との関連

・基準 スケール ・拡

大スケールで学習

の基準を視覚的に

とらえさせ る。

・拡大分解文字で基

準の理解を深め さ

せ る。

・自分のめあて を明

確に させ,意 欲や

関心を高める。
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学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1

主題 との関連

確

か

め

る

6.練 習を す る

・自分 の め あて に合 った練 習

用 紙 を選 ぶ 。

7,ま とめ書 きをす る。

8.相 互評 価 を す る。

9.自 己評 価 を す る。

・自分 のペ ー スで ,て いね い に

書 かせ る。

・基 準 に沿 って書 け たか ど うか ,

練 習用 紙 ごと に評 価 させ る。

・もう一 度 めあ て を確 認 させ る。

・友達 の 良 くな った と ころ を見

っ け させ る。

・試 し書 き と比べ て良 くな った

と ころ を 見っ け させ る。

・練習用紙 を色別に

す ることで興味を

もたせ,め あてを

はっきりさせ る

・OHCの 活用 によ

り,関 心 を高める。

広

げ

る

10.発 展学 習 をす る。

・同 じ方 向 の折 れ や そ りの あ

る漢字 の 仲 間を集 め る。

11,本 時 の ま とめ をす る。

・学習漢字一覧表か ら探 させ,

画の方 向に注意 して書かせる。

・他の文字や 日常の書 く活動に,

本時の学習を生かすよ う促す。
}

・他の文字へ関心 を

広 げさせる。

(3)評 価

O送 筆の折れ やそ りの方向に注意 して,漢 字を書 くことがで きたか。

○最後 まで,て いね いに書 こうとす ることがで きたか。

8考 察

拡 大文字や拡大基準 スケール,分 解文字を提示 した ことで,文 字の基準が明確 にな り,児

童が視覚的にとらえやすか った。 また,基 準 スケール も児童一人一人が操作で きたので,め

あてを見っけた り,評 価を した りす る際 に役 立 っていた。

今 後,文 字の基準を的確 につ

かませ るための補助線 のつけ方

につ いては,さ らに工夫 してい

く必要がある。

本時の練習を生か し,発 展学

習で も児童 は画の方向に注意 し

て,漢 字 を見つけ書 くことがで

きた。

・
そ

リブす

一
そ

弓気 ロ 糞 日趨)

風
絃

＼＼ノ

闇

す

÷

右

雨

音

[

か
ん
字

の
な
か
ま
あ

つ
め
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〈小学校 第3学 年>

1単 元名 「はね」

2教 材 「小」

3単 元の 目標

「はね」の方向に注意 しなが ら,文 字を正 しくていねいに書 くことがで きる。

4単 元設定の理由及び児童の実態

3年 生になって児童 は文字を書 くことに慣れて書 く速 さ も増 して きた。 しか し書 く速さが

増すに従 い字形を正 しくとらえてていねいに書 く意識が段 々薄れ不正確 にな って きている。

これ は点,画,払 い,止 めなど,文 字の基本点画や組み立てを考えて書 くという意識が無 く

な って きて いるか らだと思 われ る。事実児童の書 いた文字を見ると文字の書 き方を学習 し始

あた1・2年 生の頃に比べ ると,少 しずつ乱れ始め るとともに丸文字,く せ字などが見 られ

るよ うになって きた。

そ こで文字の基本点画の一っであ る 「はね」を毛筆で書写 し,そ の意識 と態度を高めなが

ら字形を正 しくとらえて書 く能 力を養い,硬 筆で も応用で きる態度を育て るために本単元を

設定 した。

5指 導計画 〈2時 間扱 い〉

第1時 「はね」の筆使い

第2時 硬筆での応用

6本 時の学習活動の展開

(1)本 時の 目標

・毛筆で学習 した ことを生か し,は ねの方 向や力の入れ方,抜 き方 に気をっけて書 くこと

がで きる。

・ 「はね」を 含む文字 を見っけ,学 習 した ことを生か して書 くことがで きる。
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(2)展 開

1

学 習 活 動 指導上の留意点 主題との関連

・本時の学習のめあてをっ ・本時の学習内容 を予想 さ ・自 己の課 題 を 見っ け る。

導
かむ 。 せ具体的に目標 を把握 さ

せる。
・自分 の まとめ書 き 「小 」 ・自分の まとめ書 きの中で

を振り返 り本時の学習を どの部分にはねが使われ

入 予想す る。 て いるかをつかませ,力

の入れ方抜き方はねる方

向を考えさせる。

・OHPシ ー トに マ ジ ッ ク ・OHPシ ー トに書 く時 に ・主体的 に取 り組む。

で 「小 」を書 く 本時の目標を意識 して書

かせ る。
・OHPに 投影 し上に基準

展
スケールをのせ,は ね る

方向,角 度 を理解 させ る

とともに力の入れ方抜 き

基準 スケール 方を発見 させ る。
・本時 の目標 …自己の課題

を意識 して硬筆で練習用

開 ・自己評 価 をす る
。

紙 に練 習 させ る。
・基準 スケー ルを 使 って 自

己評価 させ る。
・ま とめ 書 きを す る。 ・教科書の中か らはねのあ

る文字を探 し練習用紙に

書 か せ る。

ま
と

・学 習 の まとめ をす る。 ・はねのあ る文字を使 って ・日常性への転移

め 文章を考え発表 させ る。

7評 価

・ 「はね 」の書 き方が理解でき字形を硬筆で正 しく書 けたか。

・ 「はね 」を含む文字を見っけ,学 習 した ことを生か して書 くことがで きた。

8考 察

書写指導を通 して文字を書 く際に基本点画や組 み立てに注意を払 うよ うにな って きた。書

写の時間だけでな く,他 の文字を書 く場面で も応用す るなど して ノー トの文字 も丁寧 に書 く

ようにな って きている。今後の課題 と しては課題意識の芽生えは可能 になってきてい るが,

解決 に向けて意識 や意欲を持続 させてい くために,教 師の支援の方法,教 材の与え方 などに

っいて研究を進めて い く必要があると思われ る。
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〈中学校>

1単 元名r行 書」(第1学 年)

2教 材 「平和」

3単 元の 目標

o行 書の特徴を生か し,点 画の連続 に注意 して書 くことがで きる。

4生 徒の実態

行書を学習す るのは 「月光」に続 き2回 目であ るが,行 書の特徴をある程度理解 していて

も,そ の筆使 いを身にっけるところまで は至っていない。 しか し,硬 筆の まとめ書 きを見る

と,横 画の連続 点の連続な ど,部 分的には行書の筆使 いを生か しっっあ るといえる。

本時の教材について は,「 平jの1～4画 目の連

続,の ぎ偏の省略,「 口」部 の点 画の連続 とい った

行書の特徴を 日常の文字 に生か している生徒はほと

ん どいない。試 し書 きである程度意識 して書 いてみ

て も,思 うよ うに筆が運ばないのが実態であ る。行

書の筆使 いを身にっけ,さ らに日常 の書写 に生か し

てい くためには,毛 筆による基本的な筆使 いの練習

『ク

光
を積み重ねると同時に,常 に硬筆 でも練習 させてい くことが必要 である。

5単 元設定の理 由

中学校で行書を学習す る目的は,日 常的に文字 を正 しく整え,速 く書 くことがで きるよ う

にその筆使いを身にっけることである。従 って,毛 筆での行書 を学習す る当初か ら,生 徒 に

硬毛 の関連 を明確に意識 させなが ら指導す ることが必要であ ると考えた。 そのためには,毛

筆中心,硬 筆学習は 「っ け足 し」 というような授業展開ではな く,練 習用紙を工夫す ること

により,硬 毛の練習を繰 り返す ことが効果的ではないか と考えた。 そ して,評 価の対象 も,

硬筆文字 に重点 をおかせ るように心がけた。毛筆での練習によ って身にっ けた筆使い,字 形

の整え方が,日 常生活で書 く文字 にも生かされ ることを,生 徒が実感 しなが ら学習を進めて

いけ るようにと考え,本 単元を設定 した。

6指 導計画

第1時 「平 」「和」の点画の連続,の ぎ偏の部分の省略の しかた とその筆使いを理解す る。

第2時 字形の整え方を知 り,硬 筆によるまとめ書 きをす る。

7本 時の指導

(1)目 標o「 平 」「和」の点画の連続,の ぎ偏の省略の しかたに気をつけて書 く。
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(2)展 開

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 主題との関連

1.日 常 文字 の 実態 を知 る。 ・文字を分類 し,各 々の筆使い ・個 々の実態をっか

・各 自の ノー トか ら 「平 和 」 の誤 り,字 形の乱れをわか り ませ,課 題解決へ

を抜 き出 して見 る。 やす く指摘する。 の意欲を持たせ る。

導 2.学 習 の め あて をっ か む。

ア 「平」の点画の連続
・ 「平 」 の 第1～4画 の 連 続 ,

イ の ぎ偏の省略
の ぎ偏の省略の部分の方向, ■

ウ 「口」の部の点画の連続
「口」部の折れの筆使 いに注

意 させる。(拡 大文字)

入 3.学 習 の基 準 を知 る。 ・硬毛両方で示範す る。(OHP) ・硬 ・毛 の文字 の 基

・示範 を 見 る。 準を視覚的に示 し,

その関連を意識づ

け る 。

4.練 習を す る。 ・ひ と筆 で ,連 続 して書 くよ う ・毛筆の筆使 いが硬

・練習用紙を用い,硬 毛交互 に指導 しなが ら,繰 り返 し練 筆 に生 かされてい

に練習する。 習 させ る。 るかを常 に意識さ

・自己評価 を す る。 ・生徒の筆使 いの例を示 しなが せ る。

展 5.グ ルー プに分かれて練習を らア～ ウにつ いて 評 価 させ, ・特 に硬筆文字に注

す る。 グループ分 けを準備 させ る。 目させ,生 徒 自身

・学 習のめあてのいずれかを ・場 所 を移 動 し,各 々の グルー に グループを選 ば

集中的に練習す る。 プの生徒 のそばで示範 し,個 せ る。

・相互 評 価 をす る。 々に指導す る。 ・硬筆 で は ,練 習用

開
・グルー プ内で 評価 させ る。 紙のマスを自由に

使わせ,教 材以外

で同じ筆使いをす

る別の文字 も練習

させ る。

6.ま とめ 書 きをす る。 ・毛筆 ・硬筆の両方で書かせ る。

ま

と

7.自 己評 価 をす る。

・学 習の め あ て にそ った項 目

で評 価 す る。

・学習課題が解決 できたかを確

かめさせ る。

・硬 ・毛両方を評価

し,次 回へ向 けて

新たな課題を発見
め

させ,学 習意欲を

持続 させ る。

(3)評 価

○点画の連続,省 略の しかたとその筆使いを理解 し,気 をっけて書 くことがで きたか。
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8考 察

毛筆での行書の筆使 いを硬筆に生かす ために用いた練習用紙 は,生 徒にとって大変使 いや

す く,大 筆か ら鉛筆に持 ちかえる方法 も抵抗な く行われた。硬筆用のマ スを使 って発展文字

を意欲的 に練習す る生徒 も多 く,書 写の授業で学んだことを日常の書写へ と無理な くつなげ

る上で有効であ った。 また,広 い机を使用 しての グループ学習は,指 導が効率的であると同

時 に,指 示の有無にかかわ らず,常 に相互評価の場 となることが確かめ られた。それ によ り,

生徒は課題を とらえなお し,学 習意欲を持続 させることがで きた。反面,練 習時に集中力を

な くす生徒 も若干み られた。

今後 は,練 習用紙 を活用す る場合の筆記具について,硬 毛の関連を考えて更に検討す る必

要がある。

試 し書 き

→

半 一
ノロ

まとめ書 き 練習用紙

練習用紙

口

…

し
人

塚

…
秀

4、 ユ

少身
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V研 究のまとめと今後の課題

今年度 は,研 究主題 「自ら課題を見っけ,主 体的 に取 り組める書写指導法の研究」を設定 し

た最初の年である。まず各自の課題を明確 に意識 させ ること,そ して課題解決 に向けての学習

意欲を持続 させ るよ うな指導法を追究 し,次 のよ うな成果をあげた。

(1)練 習用紙を課題別に色分け し,学 習 させ ることにより,意 欲や関心 が高 まり,個 別の課

題が明確 にな った。

(2)児 童が 自分のめあて に沿 って練習用紙 を選択す ることによ り,主 体的に取 り組む ことが

で きるようにな った。

(3)基 準 スケールを用 いることによ り,文 字の基準を体験的にっかむ ことがで きた。 また,

自己評価や発展学習をする時に も,主 体的に学 習することがで きた。

(4)発 展学習を取 り入れ ることにより,文 字に対す る意識が高 まった。

(5)文 字の基準を方眼上に示す ことで,文 字の外形や点画の方向等に も注意 を向けて 自己の

課題を発見 し,練 習に取 り組 めるよ うにな った。

(6)自 己の課題に応 じた練習用紙作成の過程で,児 童の主体性が発揮 され た。完成 した練 習

用紙を用 いての学習で,文 字を書 くことへの興味,関 心 も増 し,意 欲的な学習がで きた。

(7)多 目的教室での グループ学習 は,生 徒たちの活発 な相互評価の場 とな り,新 たな課題を

発見す るとともに,意 欲を持続 させ ることがで きた。

(8)練 習用紙の工夫により,硬 毛両者の練 習が効果的に行われ,日 常の硬筆書写 にもつなが

る活用がで きた。

今後の課題 としては,以 下の ことがあげ られ る。

(1)低 学年では,練 習の段階で自己評価,高 学年 ・中学校では相互評価を取 り入れて きた。

次の練習に効果的 に生かされるような評価の工夫を してい く必要があ る。

(2)個 別の課題を明確化す るために研究を進めて きた。 さ らに,実 態調査を もとに,焦 点を

絞 って児童 ・生徒を支援 してい くための,個 に応 じた指導法等について考える必要がある。

(3)毛 筆での学習を 日常書写にっなげる場合,ど のよ うな筆記具を用 いるのが効果的である

かを探 ってい く必要があ る。

(4)児 童 ・生徒が常に課題を再認識で きるよ うに,視 聴覚機器等を用いての学習基準の提示

方法を,さ らに工夫す る必要がある。

(5)硬 毛の関連を念頭 において,小 ・中一貫 した教材の系統的配別を考 えてい く必要がある。
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